
第２章「人間の尊重と日本国憲法」（Ｐ３１～６２）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑤

３年 氏名（ ）

【これからの人権保障】 （教科書Ｐ５４～５７）

① 新しい人権のうち、良好な環境を求める権利 ①
権

を何というか。

② 環境保全のために、１９９３年に制定された ②
法

法律は何か。

③ 環境保全のために、開発の前に事前に ③

環境への影響を調査することが義務づ

けられている。これを何というか。

④ 国民が、主権者として政治に参加するために ④
権利

情報を受け取ることができる権利が認められ

ている。これを何というか。

⑤ ⑤の権利を保障するために、国民の請求 ⑤
制度

に応じて行政の保有する情報を開示する

しくみを、何というか。

⑥ 一方で、個人の私生活に関することがら ⑥
の権利

は公開されない。この権利は何か。

⑦ ⑥の権利を保障し、個人の情報を慎重に ⑦
制度

管理することを義務づけた制度は何か。
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⑧ 個人が自分の生き方や生活の仕方を自由に決 ⑧
権

定できる権利を何というか。

⑨ ⑧の１つとして、医療に関しては、 ⑨

治療を受ける患者には治療方法の十

分な説明と同意が必要になってい

る。これを何というか。

⑩ 国際的な人権保障のために、１９４８年 ⑩

に国連で採択されたものは何か。

⑪ ⑩に続いて、１９６６年に採択されたも ⑪

のは何か。

⑫ 国際的な人権保障のために、国境を越えて連 ⑫

帯する「非政府組織」の活躍が注目されてい

る。「非政府組織」の略称は何か。
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